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社会福祉法人　滴 翠 会
月刊 平成３年１月創刊

養 護 老 人 ホ ー ム 滴 翠 苑 　 節 分

　
節
　
　
分

　

２
月
３
日
は
「
節
分
」
で
、
社
会
福
祉
法

人
滴
翠
会
で
は
各
施
設
で
節
分
の
行
事
を
行

い
ま
し
た
。

　

施
設
ご
と
に
多
少
内
容
の
違
い
が
あ
り
ま

す
が
、
柊
の
枝
に
い
わ
し
の
頭
を
刺
し
た

「
や
い
か
が
し
」
の
飾
り
や
、
鬼
に
む
か
っ

て
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と
と
も

に
豆
を
ま
い
た
り
、
そ
の
年
の
方
角
に
向
か

っ
て
恵
方
巻
を
食
べ
た
り
、
福
茶
を
召
し
上

が
っ
た
り
と
、
日
本
の
文
化
を
感
じ
な
が
ら

今
年
一
年
の
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

　

節
分
の
後
日
は
立
春
で
す
。
暦
上
は
春
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

風
邪
や
感
染
症
に
負
け
ず
に
皆
さ
ん
と
笑

顔
で
春
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
福
が
滴
翠
会
に
く
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
春
は
も
う
す
ぐ

そ
こ
で
す
。
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
五
九
―
三
六
三
一

　
新
　
年
　
会

　

１
月
17
日
に
滴
翠
苑
集
会
室
で
新
年
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
、
利
用
者
代
表
に
よ
る
挨
拶
の
後
、

乾
杯
し
て
今
年
一
年
の
健
康
を
祈
願
し
ま
し

た
。
そ
の
後
毎
年
恒
例
の
獅
子
舞
で
す
。
獅

子
の
華
麗
な
舞
を
披
露
し
た
後
、
利
用
者
一

人
一
人
の
頭
を
噛
ん
で
皆
さ
ん
の
今
年
一
年

無
病
息
災
を
祈
願
し
な
が
ら
邪
気
を
払
い
ま

し
た
。

　

余
興
は
、
千
代
田
舞
踊
連
合
会
の
皆
様
の

舞
踊
で
す
。
華
や
か
な
衣
装
や
様
々
な
小
物

を
使
っ
て
の
演
武
は
ど
れ
も
素
敵
で
そ
の
都

度
拍
手
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
じ
ょ

う
す
く
い
な
ど
コ
ミ
カ
ル
な
踊
り
も
あ
り
皆

さ
ん
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

今
年
も
無
事
新
年
会
を
迎
え
良
い
ス
タ
ー

ト
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
一
年
楽
し
い

生
活
を
送
れ
ま
す
よ
う
励
ん
で
参
り
ま
す
。

　
座
　
談
　
会

　

滴
翠
苑
で
は
、
月
の
初
め
に
そ
の
月
の
行

事
や
健
康
管
理
上
の
注
意
等
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
ま
た
利
用
者
か
ら
の
意
見
や
要
望

を
聞
く
た
め
に
座
談
会
の
場
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

滴
翠
苑
で
の
よ
り
良
い
生
活
を
し
て
頂
け

る
よ
う
に
職
員
一
同
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

普
段
生
活
さ
れ
て
い
る
方
の
意
見
は
大
変
参

考
に
な
り
ま
す
。
２
月
の
座
談
会
で
は
、
特

に
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
多
く
の
要
望

が
出
ま
し
た
。
や
は
り
食
事
は
生
活
さ
れ
て

い
る
方
の
意
見
が
大
変
重
要
で
す
。

　

こ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
は
、
職
員
側
で
検

討
し
苑
で
の
生
活
へ
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
施
設
内
の
設
備
に
つ
い
て
も
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
随
時
対
応
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　

利
用
者
が
よ
り
生
活
し
や
す
い
環
境
作
り

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

新 　 年 　 会
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�
２
月
の
行
事

　

節
分
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
１
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
26
日

　
居
室
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
工
事

　

滴
翠
苑
利
用
者
様
の
平
均
年
齢
が
80
歳
に

達
し
、
高
齢
化
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

現
状
で
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
は
難
し
い
利
用

者
様
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る

た
め
に
、
和
室
の
居
室
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に

し
て
ベ
ッ
ド
で
生
活
出
来
る
よ
う
に
改
修
し

ま
し
た
。
全
部
で
22
室
あ
る
居
室
を
、
11
居

室
改
修
し
ま
し
た
。
利
用
者
様
も
生
活
が
し

や
す
く
な
り
楽
に
な
っ
た
と
大
変
喜
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

　

日
々
利
用
者
様
の
状
態
も
変
化
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
状
態
の
変
化
に
い
ち
早
く
気
付

き
、
安
心
・
安
全
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

設
備
改
善
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
節
　
分
　
祭

　

２
月
１
日
集
会
室
で
節
分
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

始
め
に
副
苑
長
と
利
用
者
自
治
会
千
寿
会

の
代
表
の
方
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
今

年
の
年
男
年
女
の
方
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

滴
翠
苑
で
は
、
そ
の
年
の
年
男
年
女
の
方

が
鬼
役
と
豆
ま
き
役
を
や
っ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
今
年
は
猪
年
の
方
４
名
を
中
心
に
そ
の

他
有
志
の
利
用
者
さ
ん
で
鬼
班
と
豆
ま
き
班

に
分
か
れ
、
金
棒
を
持
っ
て
暴
れ
て
い
る
鬼

に
向
か
っ
て
「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
と
元

気
な
声
で
豆
を
ま
き
、
鬼
を
払
っ
て
福
を
呼

び
込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
緑
茶
と
福
豆
を

ブ
レ
ン
ド
し
た
特
製
福
茶
と
プ
リ
ン
を
頂
き
、

皆
さ
ん
で
１
年
の
厄
除
け
と
無
病
息
災
を
願

い
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
も
元
気
に
豆
ま
き
が
で
き
ま
す

よ
う
健
康
管
理
に
気
を
付
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

節 分 の 豆 ま き
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
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市
半
ノ
木
一
一
四
六
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Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
四
―
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八
七
一

　
生
活
懇
談
会

　

慈
翠
舘
で
は
月
に
一
度
、
利
用
者
と
生
活

懇
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
懇
談
会
と
は
、
利
用
者
の
日
々
の
生

活
の
中
で
困
っ
て
い
る
事
や
、
や
り
た
い
事
、

食
べ
た
い
物
、
設
備
面
で
の
不
具
合
等
の
意

見
を
利
用
者
代
表
が
取
り
ま
と
め
、
施
設
長
、

事
務
長
、
指
導
員
、
医
務
、
調
理
、
処
遇
職

員
と
話
し
合
い
を
行
う
会
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
か
ら
利
用
者
に
は
そ
の
時
期

に
合
わ
せ
て
気
を
付
け
て
ほ
し
い
事
を
伝
え

て
い
ま
す
。
今
の
時
期
で
し
た
ら
感
染
症
対

策
と
し
て
手
洗
い
、
う
が
い
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
頂
く
事
や
乾
燥

し
て
い
る
為
、
小
ま
め
な
水
分
補
給
を
し
て

頂
く
事
。
手
の
赤
切
れ
に
は
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
を
塗
っ
て
頂
く
等
の
話
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
懇
談
会
を
通
し
て
意
見
交
換
を
行
い

利
用
者
の
生
活
し
や
す
い
環
境
作
り
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

　
合
奏
ク
ラ
ブ

　

慈
翠
舘
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
、
手
芸
、

書
道
、
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
、
運

動
、
合
奏
が
あ
り
、
利
用
者
が
好
き
な
事
に

じ
っ
く
り
楽
し
く
取
り
組
め
る
時
間
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
合
奏
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

合
奏
ク
ラ
ブ
は
男
性
四
名
、
女
性
六
名
の

利
用
者
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に
慈
翠
舘

の
行
事
で
定
期
演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
電
子
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
大
太
鼓
、

マ
ラ
カ
ス
、
タ
ン
バ
リ
ン
な
ど
を
演
奏
し
て

い
ま
す
。
得
意
な
曲
は
「
明
日
が
あ
る
さ
」

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
等
で
す
。
ク
リ
ス

マ
ス
の
時
期
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
も
行
い

ま
す
。「
冬
景
色
」「
き
よ
し
こ
の
夜
」等
で
す
。

　

最
近
は
腕
が
上
達
し
場
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。
技
術
的
に
難
し
い
曲
も
あ
り
ま
す
が

い
つ
も
楽
し
み
な
が
ら
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

合 奏 ク ラ ブ
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料
理
同
好
会

　

毎
年
、
年
度
初
め
に
年
間
計
画
を
立
て
、

そ
れ
に
基
づ
き
月
に
一
度
、
旬
の
食
材
を
使

い
調
理
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
鍋
・
焼
き
餃
子
・

お
に
ぎ
り
・
漬
物
で
す
。
食
材
を
ど
の
よ
う

に
調
理
し
た
ら
良
い
の
か
皆
で
考
え
な
が
ら

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

鍋
の
具
材
は
葱
・
白
菜
・
春
菊
・
エ
ノ
キ
・

豆
腐
・
た
ら
で
旬
の
食
材
を
使
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
料
理
で
難
し
か
っ
た
事
は
餃
子
の

具
を
皮
に
包
む
事
で
し
た
。
具
を
少
な
め
に

入
れ
、
皮
の
端
を
水
で
濡
ら
し
て
ひ
ね
り
な

が
ら
剥
が
れ
な
い
様
に
す
る
等
、
工
夫
し
て

行
い
ま
し
た
。
餃
子
の
形
や
大
き
さ
に
は
ば

ら
つ
き
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
い
か

さ
れ
た
も
の
が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。

　

具
だ
く
さ
ん
で
美
味
し
く
作
る
事
が
出
来

た
と
皆
、
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
�
職
員
研
修
・
会
議

　

経
営
協
セ
ミ
ナ
ー　
　
　
　
　

１
月
17
日

　
図
上
訓
練

　

施
設
で
は
11
月
か
ら
３
月
の
５
カ
月
間
は

感
染
症
の
時
期
の
為
、
避
難
訓
練
を
中
止
し

て
、
図
上
訓
練
を
月
に
一
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
月
は
施
設
の
自
家
発
電
機
の
勉
強
会
を

行
い
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
施
設
の
電
気
管

理
事
業
者
の
林
電
気
様
に
来
て
頂
き
、
使
用

方
法
や
注
意
点
等
を
ご
教
授
頂
き
ま
し
た
。

　

自
家
発
電
機
と
は
災
害
等
で
停
電
し
た
時

に
自
動
的
に
発
電
し
て
施
設
内
の
一
部
の
電

力
を
賄
え
る
設
備
で
す
。
普
段
目
に
す
る
こ

と
が
少
な
い
場
所
で
す
が
側
で
教
え
て
頂
き
、

ブ
レ
ー
カ
ー
の
場
所
や
電
気
が
使
用
で
き
る

場
所
の
確
認
を
実
際
に
体
験
し
て
み
て
触
れ

て
覚
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
災
害
に
備
え

て
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
�
２
月
の
行
事

　

誕
生
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
20
日

料 理 同 好 会
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
二
〇

　
節
　
　
分

　

２
月
３
日
「
節
分
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

明
翠
苑
の
玄
関
な
ど
出
入
り
口
に
は
、
魔

除
け
と
し
て「
や
い
か
が
し
」を
飾
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
年
男
・
年
女
の
職
員
で
石
岡

市
内
の
常
陸
國
総
社
宮
へ
行
き
、
お
祓
い
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
総
社
宮
か
ら
い

た
だ
い
て
き
た
御
札
・
御
神
酒
・
福
豆
は
明

翠
苑
の
玄
関
の
お
地
蔵
様
に
お
供
え
し
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
年
男
・
年

女
が
行
き
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
福
は
内
、

鬼
は
外
」
と
元
気
な
掛
け
声
と
と
も
に
豆
を

ま
き
ま
し
た
。
無
事
に
鬼
は
去
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
午
後
の
お
や
つ
に
は
福
茶
と
よ

う
か
ん
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
無
病

息
災
を
願
い
ま
し
た
。

　

明
翠
苑
に
は
悪
い
鬼
を
寄
せ
つ
け
ず
、
た

く
さ
ん
の
福
が
く
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
図
上
訓
練

　

明
翠
苑
で
は
11
月
か
ら
３
月
ま
で
感
染
症

対
策
の
為
、
避
難
訓
練
を
中
止
し
て
職
員
の

み
で
毎
月
１
回
図
上
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

内
容
は
、
施
設
の
防
災
担
当
者
を
中
心
に

消
火
器
・
消
火
栓
・
発
電
機
な
ど
の
使
い
方
、

土
嚢
の
積
み
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
想
定

し
て
の
話
し
合
い
な
ど
で
す
。
職
員
一
人
ひ

と
り
が
防
災
意
識
を
高
く
も
ち
、
こ
れ
か
ら

も
利
用
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
ま

す
よ
う
訓
練
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
感
染
症

　

１
月
31
日
現
在
、
明
翠
苑
に
入
所
さ
れ

て
い
る
方
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ

ィ
ル
ス
の
感
染
者
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
気
を
引
き
締
め

て
ま
い
り
ま
す
。

節 　 　 分
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明翠苑ニュース
（１月分）

面　会　　　　12件　延27名来苑
外　出　　　　１件　外泊０件
ショートステイ　７名　延45日利用

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

お　正　月

　今年の元旦の朝は天気も良く、利
用者の皆さんは日の出を窓から見る
ことができました。新しい年を迎え、
改まった心構えをもって生活をおく
ってほしいと思います。
　元旦は利用者の皆さんと職員が華
翠会舘ホールに集まり、今年最初の
行事「年頭の辞」が行われます。会
長と施設長の新年の挨拶のあと、年
男・年女の職員から新年の抱負が述
べられ、一段と気持ちもひきしまる
ひと時です。
　その後ホールにて全員で集合写真
を撮りました。毎年記念の一枚にな
っています。
　元旦の食事は、おせち料理を召し
上がって頂きます。お雑煮は喉につ
まりやすいので何年もお出ししてい
ませんがふだん常食を召し上がって
いる数名の方には、今回調理員が知
恵を絞り、喉につまらないよう工夫
されたおもちが数人のみ出されまし
た。お正月にふさわしい明るい雰囲
気の中で、食事を楽しみました。
　職員一同皆様の
今年一年の御健康
と御多幸をお祈り
しています。
　今年もよろしく
お願いいたします。

ふぁみりー通信

11月の出来事

１月１日　新年を迎えて施設では、
　「年頭の辞」を行い、会長・施設長・
　年男・年女の挨拶後、出席者全員
　で記念撮影をしました。
１月７日　昼食に七草粥を召し上が
　って頂きました。
１月10日　介護用品点検清掃を行い
　ました。利用者の皆さんが使用し
　ている車椅子に空気を入れたり、
　ネジ等が外れていないかなど確認
　しました。
１月14日　天気も良く床等に敷いて
　ある赤マット洗いを行いました。
１月23日　施設の防災担当者を中心
　に地震がおきたことを想定して図
　上訓練を行いました。
１月25日　ふらんす亭食事を行い、
　天津飯セット・サンドウィッチセ
　ット・タンメンセットの中から選
　んで召し上がってもらいました。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
八
二
〇
〇

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

１
月
16
日（
水
）

利用者数　　　10名（男２名 女８名）
クッキングクラブ　和風オムレット

　月に一度のクッキングクラブ
です。本日のメニューは「和風
オムレット」。作り方は、ホット
ケーキミックスを水で溶きホッ
トプレートで焼き上げます。焼
き上がった生地に、あんこや果
物・生クリームをのせ、生地で
挟んで出来上がり！とても美味
しい和風オムレットを食べ、大
満足でした。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

１
月
10
日（
木
）

１
月
23
日（
水
）

１
月
５
日（
土
）

利用者数　　　７名（男０名　女７名）
工作　たぬきの絵つくり

　今日は、外にたくさん落ちてい
る落ち葉を使って、「たぬき」の
絵を作りました。いろんな色や形
の違う落ち葉を使って、たぬきの
絵の上に好きなように貼っていき
ました。皆さんで配色や貼り方を
相談しながら、とても楽しんで取
り組んでいました。出来上がった
たぬきを見て、とても良くできた
と喜んでいました。

利用者数　　　11名（男２名　女９名）
レクリエーション　風船バレーボール

　今日のレクリエーションは、
いつもと違った風船バレーボー
ルです。チームに分かれて対戦
するのではなく、皆さんが丸く
なった真ん中に職員が入り、一
人一人風船を職員に返していき、
風船を落とさないで何回続けら
れるか楽しむゲームを行いまし
た。皆さんとても楽しんでいま
した。

利用者数　　　11名（男１名　女10名）
レクリエーション　すごろく

　今日は、正月あそびの一つ「す
ごろく」を行いました。マスには
いろいろな指示が書いてあり、出
たサイコロの数によってコマを進
めていきます。自分の投げたサイ
コロがいくつの数が出るのかドキ
ドキしながら皆さんすごろくを楽
しんでいました。子供に戻ったよ
うだ、とても楽しいという声がた
くさん聞こえてきました。

工 作 　 落 ち 葉 で た ぬ き 絵
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
三
四

　
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い

　

皆
さ
ん
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
」
と
い
う
競
技

を
ご
存
知
で
す
か
。
ラ
グ
ビ
ー
は
１
チ
ー
ム

15
人
で
行
い
、
楕
円
形
の
ボ
ー
ル
の
争
奪
を

経
て
相
手
陣
の
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
を
目
指
す
球

技
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
大
柄
の
選
手
達
が
体
を

ぶ
つ
け
合
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
体
格
の
小
さ
い
人
で
も
十
分
に

チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

ス
ク
ラ
ム
ハ
ー
フ
や

ス
タ
ン
ド
オ
フ
と

い
っ
た
小
柄
で
俊
敏

性
や
戦
術
眼
に
優
れ

た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
選

手
達
は
、
大
柄
の
選

手
達
が
体
を
張
っ
て
奪
取
し
た
ボ
ー
ル
を
、

心
の
こ
も
っ
た
パ
ス
で
、
俊
足
の
選
手
達

（
ス
リ
ー
ク
ォ
ー
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
）
に
敵
陣

を
切
り
裂
く
こ
と
を
託
し
ま
す
。
ま
た
、

キ
ッ
ク
力
に
長
け
た
選
手
、
空
中
の
ボ
ー
ル

の
争
奪
戦
が
得
意
な
選
手
な
ど
、
様
々
な
特

長
を
集
約
し
て
「
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
」
と
し

て
ひ
た
む
き
に
一
心
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

す
。

　

我
々
、「
在
宅
支
援
チ
ー
ム
」
に
も
様
々

な
特
長
を
も
つ
事
業
所
様
が
存
在
し
ま
す
。

福
祉
用
具
を
提
供
し
て
下
さ
る
事
業
所
様
、

い
つ
も
笑
顔
で
接
し
て
下
さ
る
通
所
介
護
事

業
者
様
、
緊
急
時
に
は
迅
速
に
駆
け
つ
け
て

下
さ
る
訪
問
看
護
事
業
所
様
、
美
味
し
い
お

料
理
や
買
物
を
し
て
下
さ
る
訪
問
介
護
事
業

所
様
、
安
心
し
て
宿
泊
で
き
る
環
境
を
提
供

し
て
下
さ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
所
様
等
。

　

介
護
を
志
し
、
実
践
し
て
い
る
こ
の
多
く

の
「
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
」
は
、「
全

身
全
霊
で
、
そ
の
人
の
こ
と
を
思
い
、
端
か

ら
見
る
と
、
も
う
十
分
過
ぎ
る
程
貢
献
し
て

い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
も
っ
と
人
の
為
に

で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
い
悩
み
、

時
に
は
人
知
れ
ず
涙
を
流
す
心
優
し
い
人
た

ち
の
集
団
で
す
。」

　

ラ
グ
ビ
ー
の
ト
ラ
イ
（
ボ
ー
ル
を
ゴ
ー
ル

ラ
イ
ン
ま
で
運
び
得
点
す
る
こ
と
）
の
一
つ

の
理
想
形
は
、
ト
ラ
イ
を
し
た
選
手
の
周
り

に
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
た
選
手
が
最
後
ま
で
い

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、「
ひ

と
り
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
な

た
が
走
る
そ
の
傍
ら
で
、
あ
な
た
と
共
に
伴

走
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
が
き
っ
と
い
ま
す
。

　
「
ひ
と
り
だ
け
ど
、
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
。

こ
こ
ろ
の
な
か
は
、
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
。」

　

そ
し
て
僕
は
知
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

流
し
た
涙
が
ケ
ア
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
を
。

あ
な
た
が
く
れ
る
心
の
パ
ス
を
大
切
に
、
大

切
に
繋
い
で
い
き
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

岡
野　
　

貴



今月のことば 44

兄
た
り
難
く
　
弟
た
り
難
し

優
劣
の
な
い
こ
と
を
い
う
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☆白菜のみそ鍋　　　　　　　　（１人分　エネルギー299Kcal）
　冬の鍋に欠かせない白菜は、ビタミンCが多く風の予防や
免疫力アップに効果的です。

●材　料（２人分）
　白菜 1/4　／こんにゃく 1/2　／豚ロース肉 120ｇ
　黒こしょう 少々／味みそ みそ50ｇ／酒大さじ 1
　みりん 大さじ1/2　／砂糖 大さじ1/2　／あさつき 5ｇ
　一味唐辛子 少々

●作り方
① 白菜の葉はざく切り、葉軸は大きく、斜め切りにする。こん
　 にゃくは下茹でし、薄くそぎ切り、豚ロース肉は黒こしょう
　 をふる。
② 鍋に白菜を敷き、豚肉を１枚ずつ広げてのせ、こんにゃく、
　 味みそと重ね入れ中火にかけ、ふたをして蒸し煮にする。
③ 豚肉に火が通ったら、あさつきの小口切りを薬味とし、好み
　 で一味唐辛子を添える。

滴翠苑　管理栄養士　高田恵美子

社会福祉法人　滴　翠　会 http://tekisuikai.or.jp/

養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
ユニット型特別養護老人ホーム　  明 　 　 翠 　 　 苑
シ ョ ー ト ス テ ィ 施 設　  明 　 　 翠 　 　 苑
独立型デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院
宗 教 法 人 時 宗 華 園 寺
社会福祉法人滴翠会退職職員後援会翠進会

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい


